
◆植栽景観の現状の課題
【今後の連携方策】 課題解決への主な対応

□大滝ダム湖畔（宮ノ平地区）

• ランドマークとなる大滝ダム周辺は、造成後の切土斜面の露出等が見られ、彩りが不足しているところがある。
• 迫地区では大規模な斜面崩落により、緑が滅失している。
• 吉野川沿では、雑木が生い茂っているところや、彩りに乏しいところがある。 • 大滝ダム湖畔の活用（落葉広葉樹の植樹や桜類等の春の花木の植栽による彩りの追加、企業等との連携による景観づくり等）

• 斜面崩落部等への植栽による景観形成
• 植物の剪定、彩りの付与等の恒常的な適正管理植栽管理に関する、地域住民との調整・支援の検討。

吉野川沿(1/2)

整備のコンセプト：
訪れて楽しい水面に映える四季の彩りづくり訪れて楽しい水面に映える四季の彩りづくり訪れて楽しい水面に映える四季の彩りづくり訪れて楽しい水面に映える四季の彩りづくり吉野川周辺と大滝ダムサイトの豊かな自然が緑多き河川空間を形成する地区エリアNo.

39

◆エリアの特徴的な景観
大滝ダム本堤全景大滝ダム本堤全景大滝ダム本堤全景大滝ダム本堤全景竹雑木の伐採および植栽により、「中岩の松」の景観の再興を図ることが望ましい長長長長期期期期

雑木や雑草の伐採により、視点場整備を行うことで対岸からの桜並木の眺望性向上を図ることが望ましい管理管理管理管理
ヤマザクラ・モミジ類を主とした落葉広葉樹を植栽し、シンボル空間のさらなる魅力向上を図る短短短短期期期期

県が主体となる事業 協働事業斜面崩壊部の復旧にあわせて斜面の緑化を行い、景観性の向上を図る長長長長期期期期
スギ・ヒノキを伐採し、桜等の春の花木を中心とした植栽を行うことで、彩りのある景観づくりを図る短短短短期期期期

□吉野川（宮滝）
□吉野川（東川）
□大滝ダムトンネル南側
□大滝ダム湖畔（迫地区）

桜等の春の花木を中心とした植栽を行うことで、彩りのある景観づくりを図る短短短短期期期期 ｲﾒｰｼﾞ図平面図
写真提供：紀の川ダム統合管理事務所
□大滝ダム（ダムサイト）

旧白屋集落の地形や石積等を活かした緑と彩り豊かな景観づくりを図る 整備イメージ現況写真
□大滝ダム湖畔（旧白屋集落）

整備イメージ現況写真

川上村役場周辺のウェルカムゾーンに植栽を行い、彩り豊かな景観づくりを図る□川上村役場周辺（迫地区）
短短短短期期期期
短短短短期期期期



◆植栽景観の現状の課題
【今後の連携方策】 課題解決への主な対応植栽管理に関する、地域住民との調整・支援の検討。

吉野川沿(2/2)

整備のコンセプト：
訪れて楽しい水面に映える四季の彩りづくり訪れて楽しい水面に映える四季の彩りづくり訪れて楽しい水面に映える四季の彩りづくり訪れて楽しい水面に映える四季の彩りづくり吉野川周辺、また大滝ダムサイトの豊かな自然が緑多き河川空間を形成する地区エリアNo.

39

県が主体となる事業 協働事業

切土斜面を緑化や天端部への植栽により、周辺との調和と景観形成を図る短短短短期期期期

◆エリアの特徴的な景観
吉野川の親水ゾーン（吉野土木事務所前）吉野川の親水ゾーン（吉野土木事務所前）吉野川の親水ゾーン（吉野土木事務所前）吉野川の親水ゾーン（吉野土木事務所前）

現況写真

河川改修工事部の洪水流下に支障ないスペースで植栽を行い、彩りのある景観づくりを図る短短短短期期期期 現況写真
□吉野川（阿太）

□吉野川（佐名伝）
• ランドマークとなる大滝ダム周辺は、造成後の切土斜面の露出等が見られ、彩りが不足しているところがある。
• 迫地区では大規模な斜面崩落により、緑が滅失している。
• 吉野川沿では、雑木が生い茂っているところや、彩りに乏しいところがある。 • 大滝ダム湖畔の活用（落葉広葉樹の植樹や桜類等の春の花木の植栽による彩りの追加、企業等との連携による景観づくり等）

• 斜面崩落部等への植栽による景観形成
• 植物の剪定、彩りの付与等の恒常的な適正管理短短短短期期期期 花の植栽や雑草管理を行い、水辺景観の魅力向上を図る。短短短短期期期期□吉野川（飯貝）


